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の代表的な研究書が，Michael Edward Mallett & John Rigby Hale, The









ィア側の重要な刊行資料である I libri commemoriali della repubblica di
Venezia, Tomo 3Tomo 5 (a cura di Riccardo Predelli, Venezia, 18791901)，
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同時代人の書いた手記である Daniele di Chinazzo, Cronica de la guerra da
veniciani a zenovesi (a cura di Vittorio Lazzarini, Venezia, 1958), Galeazzo e
Bartolomeo Gatari, Cronaca carrarese : confrontata con la redazione di Andrea
Gatari : aa. 13181407 (a cura di Antonio Medin & Guido Tolomei, di
Castello, 19091931), La cronaca di Cristoforo da Soldo, (a cura di Giuseppe



















































































































































































































史を本格的に扱った代表的な書物としては，すでにMallett, M. E. & Hale,














『コンメモリアーリ』(Predelli, R. (ed.), I libri commemoriali della
repubblica di Venezia, Tomo 3Tomo 5, Venice, 18791901.）である。それ
はヴェネツィア共和国の書記局（カンチェッレリーア）の日誌であり，元
老院や十人委員会で決まったことの概略を，書記局が証拠として記した政
治的な資料である。
『コンメモリアーリ』には，ヴェネツィアと周辺勢力（ミラノ，フェッ
ラーラ，フィレンツェなど)，そして服属都市（パドヴァ，ブレッシャ，
ベルガモなど）との通信のやり取りについても記されている。すなわち
『コンメモリアーリ』は，ヴェネツィアとイタリア本土との関係を知る上
できわめて重要な資料なのである。面地氏は主としてこの『コンメモリア
ーリ』とヴェネト地方側の資料である『キナッツォの年代記』『カッラー
ラの年代記』『ダ・ソルドの年代記』などを駆使して，14世紀末から15世
紀半ばにかけてのヴェネツィアとイタリア本土との歴史的関係に接近して
いく。
２．論文の要旨
先ず，この論文（本文400字×360枚）の全体的構成を「目次」によって
概観する。
序論：課題と方法
本論
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第１章 もう一つのキオッジャ戦争（1378～1381年）
パドヴァ領主フランチェスコ一世とヴェネツィア共和国
はじめに
第１節 キオッジャ戦争以前のヴェネツィアとパドヴァ
第２節 キオッジャ戦争におけるフランチェスコ一世
第３節 キオッジャ戦争後のフランチェスコ一世
小括
第２章 ヴェネツィア共和国のパドヴァ攻略（1405年）
はじめに
第１節 トリノの和約から１度目のパドヴァ陥落まで
第２節 フランチェスコ二世のパドヴァ奪回とヴェネツィア・パドヴァ
の友好関係
第３節 ジャンガレアッツォ・ヴィスコンティの死去からパドヴァ・ヴ
ェネツィア関係の変転
第４節 ヴェネツィアとパドヴァとの戦争（1404～1405年）
小括
第３章 ヴェネツィア共和国と対ミラノ戦争
はじめに
第１節 パドヴァ攻略（1405年）以降のヴェネツィア共和国とテッラフ
ェルマ概観
第２節 ヴェネツィアのブレッシャ攻略（1426年）
第３節 フェッラーラの和約（1428年）
第４節 カルマニョーラの処刑（1432年）
小括
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第４章 カラヴァッジョの戦い（1448年） 領土拡大の終了
はじめに
第１節 カラヴァッジョの戦いまでの状況概観
第２節 カラヴァッジョの戦いとリヴォルテッラの和約
第３節 ローディの和約（1454年）
小括
結論
参考文献
次に各章の内容を簡単に紹介する。
第１章「もう一つのキオッジャ戦争」は，その戦争が「海の脅威」であ
るジェノヴァとの戦いとのみ見られがちであるのに対して,「陸の脅威」
であるパドヴァとの戦いでもあったという点を指摘している。既成の歴史
認識の変更が必要なのである。ヴェネツィアの主なる敵はむしろパドヴァ
領主フランチェスコ一世であった。1381年のトリーノの和約以後も，1388
年のパドヴァ陥落にいたるまで，ヴェネツィアがミラノとの同盟を抜きに
してフランチェスコ一世を倒すことはできなかったのである。面地氏は主
として『キナッツォの年代記』によってその経過を詳細に論証している。
第２章「ヴェネツィア共和国のパドヴァ攻略」では，パドヴァ戦争に関
する諸問題が論じられている。ここでも面地氏は，ヴェネツィアを戦争に
駆り立てたのは，やはりパドヴァの「陸からの脅威」であり，フランチェ
スコ二世による領土拡張政策に対する緊急措置であったと主張する。フラ
ンチェスコ二世の行動をそのまま放置しておくと，イタリア北東部にパド
ヴァを中心とする大勢力が出来あがり，イタリア本土におけるヴェネツィ
アの交通路が遮断されてしまう恐れがあったからである。
第３章「ヴェネツィア共和国と対ミラノ戦争」は，ヴェネツィアがミラ
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ノとの断続的に続く「30年戦争」に入る1420年代を扱う。この時代には，
すでに陸からの大きな「脅威」は存在しなかったが，依然として大きな
「影響」を受けていたのである。それらの「影響」とは，ミラノ領主フィ
リッポマリーア・ヴィスコンティの勢力拡大，フィレンツェの外交交渉，
そしてイタリアを代表する傭兵隊長カルマニョーラの獲得という三つの要
因である。ヴェネツィア・ミラノ・フィレンツェという複雑な結びつきの
中で，ヴェネツィアはミラノとの戦争に打って出たのである。
第４章「カラヴァッジョの戦い」では，その戦争とその後のリヴォルテ
ッラの和約が論じられている。面地氏によれば，カラヴァッジョの戦いは
軍事史的見地からのみ語られるべきものではなく,「ヴェネツィアの領土
拡大の挫折と限界」を示すものとして重要なのである。そして，1454年の
ローディの和約に関しては，その政治的意義を認めながらも，その直後の
軍事同盟に注目し,「平和の軍事的な保証」として認識すべきであろうと
指摘している。
「結論」において，14世紀末から15世紀にかけて，ヴェネツィアがパド
ヴァ，ミラノ，ハンガリーからの脅威，さらにフィレンツェやローマ教皇
などの外交工作の影響を受け，必ずしも本意ではない戦争に巻き込まれる
にいたった経過が叙述される。最後に，面地氏自身の纏めの言葉を引用し
ておこう｡「ヴェネツィアのテッラフェルマへの勢力拡大は，ヴェネツィ
ア内の要因だけでなく，外的要因（周辺勢力との関連）を強く認識すべき
である。また，経済的要因・社会的要因ばかりでなく，軍事的要因が先行
し，テッラフェルマの形成の契機となったことを忘れてはならない。この
論文では，ヴェネツィアが戦争をした内的要因に入ることが出来なかった。
それは今後の課題ということにして，筆をおきたい」(122頁)。
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３．論文の概評
次に，審査員による全体的な評価を纏めておく。
① 研究テーマの独自性
ヴェネツィア史研究において，テッラフェルマの領土形成というテーマ
は重要であるが，その起点を14世紀後半のキオッジャ戦争に求める第１章
（『桃山学院大学国際文化論集』33号，2005年に掲載）の視点はきわめて
鋭く斬新であり，学会においても高く評価されるであろう。なぜならば，
通常この戦争はヴェネツィアとジェノヴァとの東地中海と黒海の商業覇権
をめぐる「海」の戦いとのみ認識され，パドヴァとの「陸」の戦いには二
次的な位置づけしか与えられてこなかったからである。第２章以下におい
ても，この「陸からの脅威」という一貫した視点から論じられており，面
地氏のその姿勢には独自性と先見性が見いだされ，全体的に説得力のある
叙述となっている。
なお，面地氏のこのような斬新な視点は，すでに紹介したマレットによ
る本格的なヴェネツィア軍事史研究から大きな影響を受けている。しかし
ながら，マレットの研究はどこまでも軍事組織の詳細の説明を中心とした
ものであり，テッラフェルマの領土形成を歴史的に扱う面地氏の試みとは
発想の基本が異なっている。この点においても，面地氏の研究には独自性
が見いだされるであろう。
② 研究資料
これについてもすでに紹介した通りである。すなわち，ヴェネツィア側
の『コンメモリアーリ』，そしてヴェネト地方側の『キナッツォの年代記』
『カッラーラの年代記』『ダ・ソルドの年代記』などのイタリア語の貴重な
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一次資料を多く引用しながら，自らの斬新な研究テーマを追求している。
これらの年代記は，これまであまり取りあげられることの少なかった資料
であり，それらを駆使して当時の現実に迫るという試み自体がきわめて貴
重である。資料操作の方法は的確であり，イタリア語能力も優れている。
また，巻末に記されている「参考文献」も充実している。
③ 研究の姿勢
面地氏のイタリア史研究は，東北大学文学部史学科西洋史学専攻の卒業
論文から始まる。1999年に桃山学院大学大学院に進学後も，現在にいたる
まで一貫してイタリア史研究を意欲的に追及してきた。2002年９月から２
年半の間，イタリア・パドヴァ大学に留学して研鑽を積んでいる。外国の
「歴史」を学問的に叙述することは困難な作業であり，それを遂行するた
めには研究対象への情熱と問題意識の持続が必要とされるであろう。この
博士論文には，ヴェネツィア史に関する自分の素朴な疑問に素直に取り組
み，その疑問を追及しつづけた結果，一応の理解に到達したという線の太
い問題意識の一貫性が感ぜられる。専門化し細分化して，ともすれば問題
意識を見失いがちな今日の歴史学研究において，そのような研究姿勢は高
く評価されるべきではないかと思われる。
④ 今後の課題
審査員からは，本論文の不十分な点もいくつか指摘された。今後の努力
目標としてしっかりと心に刻み込んでおいてほしい。
・テーマは「ヴェネツィア史」であるが，実際の内容はパドヴァ史やヴ
ェネト史に傾いており，いわば「軸足」が不安定になっている。
・第１章と第４章には論者自身の独自の考察が認められるが，第２章と
第３章は戦争の経緯を述べることに追われているように見うけられる。
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・テッラフェルマの領土形成に関する三つの動機，三人の墓碑銘，陸か
らの脅威，ヴェネツィアにおけるカルマニョーラの位置づけなどは，
さらに詳しく論ずるべきであろう。
・ローディの和約に関するコジモ・デ・メディチの動向，そしてヴェネ
ツィアによるテッラフェルマ領土の統治の実状の二点については，や
はり言及されるべきであっただろう。
・提出時の論文には，文章上・用語上の厳密性が不十分な部分があり，
書式や表記のミスや不統一も見いだされた。一字一句をも疎かにしな
い厳しい姿勢を持ち，学術論文としての完成度をさらに高めるべきで
ある。
４．結 論
面地敦氏の学位申請論文は，本学「学位規定」第26条に定められている,
「専攻分野について研究者として自立して研究活動を行うに必要な高度の
研究能力とその基礎となる豊かな学識を示すに足る」という合格基準に達
しているものと判断する。2009年８月７日に行われた口頭試問においても，
そのことを明瞭に確認することができた。
また,「学位規定」第24条に記されている「外国語」に関しては，本論
文の内容の審査をもって試問に代え，研究者として十分な外国語能力を有
していることを確認した。なお，面地氏が２年前より本学のイタリア語講
師を勤めていることを付記しておく。
以上の結果，学位申請者・面地敦氏は，博士（比較文化学）の学位を授
与されるにふさわしい資格を有するものと認める。
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